
主要訓練
項目

・自家用車による避難

・治安機関と連携した安全の確保

・要配慮者を含む避難住民の円滑な避難

主 催 内閣官房、消防庁、鳥取県、鳥取市、倉吉市

参
加
機
関

政府

機関

内閣官房、消防庁、警察庁、防衛省・自衛隊、
内閣府、厚生労働省、国土交通省、海上保
安庁、中国総合通信局、中国四国厚生局、
中国地方整備局、中国運輸局 等

地方公
共団体

等

鳥取県、鳥取市、倉吉市（避難先）、鳥取県
警察、鳥取県東部広域行政管理組合消防局、
鳥取中部ふるさと広域連合消防局 等

指定(地
方)公共
機関等

日本赤十字社鳥取県支部、西日本旅客鉄道
株式会社、鳥取県バス協会、日本交通株式
会社、日ノ丸自動車株式会社、鳥取県警備
業協会、鳥取県医師会、鳥取県看護協会
等

訓練公開 公開（視察、動画配信等）

実施
日

令和６年１１月１２日（火）

・キックオフ会議： ５月９日

・プ レ 訓 練： ９月１９日

場所
鳥取県庁、鳥取市役所、倉吉市役所、鳥取市民体
育館、鳥取県立中央病院 等

目的

緊急対処事態を想定した実動・図上訓練を実施し、
国の指示に基づき実施する市の区域を越える避難
の調整及び避難要領を訓練し、国、地方公共団体、
指定（地方）公共機関の相互協力及び連携を強化
するとともに、国民保護措置への理解の促進を図
る。

実施
概要

国の避難措置の指示を踏まえ、鳥取県知事が避
難の指示を行い、鳥取市長が避難実施要領を策
定。（午前、図上訓練）
避難実施要領に基づき、県・市対策本部と現地調
整所等が連携し、市の区域を越える広域的な住民
避難及び受入を実施。（午後、実動・図上訓練）
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